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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、民間心理学研究における伝統的な非経験的方法と最近の経験的方法を総合
しつつ、民間心理学の機能を分析することである。特に、この方法論的見地から、従来の民間心理学研究で常に想定さ
れてきた、「民間心理学の機能は行動の予測と説明である」という考えを否定し、「民間心理学には規範的機能も含ま
れる」という考えの検証を行った。その結果、「意図的に行為する」、「知っている」については、規範的機能を持つ
と見なすための実証的証拠がえられた。また、一部の機能は英語圏の先行研究とは異なる日本語固有の特長が見られた
。

研究成果の概要（英文）：This research aims at analyzing the functions of folk psychology by synthesizing 
the non-empirical method of philosophy and the empirical method of psychology. Using the synthesized 
method, the research attempts to examine, in particular, the hypothesis that folk psychology includes 
normative functions, and to falsify the hypothesis that it only includes predictive and explanatory 
functions. As a result, empirical evidence has been acquired that "intentionally acting," "knowing," 
"trusting" have normative functions. In addition, it has been shown that they behave differently between 
English and Japanese.
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１．研究開始当初の背景 

他者に心的状態を帰属することによって自
分の行為を決定するということを、我々は日
常的に行なっている（例えば、恋人がプレゼ
ントを欲しがっているので、何か買おうと決
定するなど）。他者の心的状態を読み取るた
めに我々が用いている知識・能力は、「民間
心理学」と呼ばれる。民間心理学は哲学、心
理学、認知科学、人類学など多くの分野で研
究されているが、これらの分野の民間心理学
の研究は全て、「民間心理学は行動を予知、
説明する機能を持つ」という想定のもとで行
われてきた。近年、この想定を批判し、民間
心理学の持つ、規範的、倫理的機能を強調す
る２つの運動が独立に起こりつつある。 
 １つの運動は、心的状態を表す言葉を分析
するという伝統的な分析哲学の非経験的方
法を用いるものである。この方法に基づき、
例えば、民間心理学を用いて心的状態を帰属
することで、行動の正当化が行われるという
指摘や、行為を理解可能にする文脈を作り出
すことで、行為を標準化しているという指摘
が行われている。こうした論者の近年の見解
は、例えば、 D. Hutto et al. (2007) Folk 

Psychology Re-Assessedという論文集にまとめ
られている。 

 もう１つの運動は、社会心理学の手法を哲
学に応用する、伝統的な分析哲学とは全く異
なる経験的方法を用いる、「実験哲学」と呼
ばれる新しい分野から起こった。実験哲学は、
心理学実験によって民間心理学の内実を調
査する。それらの実験の成果から、従来とは
異なる見解が次々に生まれている。例えば、
ある行為に対する意図の帰属がその行為の
良し悪しによって影響をうけるという、いわ
ゆる Knobe 効果が、J. Knobe によって 2003

年に発見された。他にも、心的状態の帰属が
道徳的責任に関する判断と影響しあうとい
う実験成果が報告している。 
 これらの民間心理学研究についての再考
運動は、国内には未紹介であるものの、国外
では大きな注目を集めている。しかしながら、
両者は方法の相違から相互に参照し合うこ
ともなく、独立に展開されていた。両者は従
来の研究の批判として同一の方向性を示し
ており、民間心理学研究を新しい方向へとさ
らに進展させるためにも両者を統合する方
法論を確立することは急務であると考えら
れた。 
 

２．研究の目的 

本研究は、民間心理学研究の近年の新展開に
おける、言語分析などの非経験的方法と、現
実の被験者に心理学実験を施すことで行わ
なれている経験的方法を総合しつつ、行動の
予知、説明に関わる以外の民間心理学の機能
の内実を検討することを目的とした。より詳
細には、本研究は以下の２点を明らかにする
ことを目的とした。 

(1) 近年の分析哲学、実験哲学における民間

心理学に関する新たな諸研究は、その表面上
の方法の相違にもかかわらず、民間心理学の
社会的機能の分析という同一の方法論に属
するものとして統一的に解釈可能であり、こ
れらの諸研究が方法論的に統合可能である
ことを明らかにする。 
(2) これらの諸研究を統合することによて、
行動の予知と説明を行うという機能に加え
行為の正当化、標準化、行為に対する責任の
帰属といった様々な規範的、倫理的機能を、
民間心理学的概念は持つかどうかを非経験
的、経験的方法の両者を用いつつ検証する。 
 
３．研究の方法 

本研究は民間心理学についての非経験的研
究と経験的研究の研究の総合として意図さ
れていた。しかし、研究を着想した時点では
経験的研究を行うための知識が十分でなか
ったため、あくまでも心理学や実験哲学の先
行研究を参考にしつつ、言語分析と組み合わ
せることで総合的研究を行う計画であった。
その後、実験経済学、社会心理学を専門とす
る研究協力者の助力により、実験を実施する
ことができるようになったため、本研究の方
法は、以下の非経験的、経験的方法の２つを
含むものとなった。 
(1) 非経験的方法：従来の哲学で行われてい
た言語分析の方法に基づき、民間心理学に属
する心的状態を表す言葉の適用条件を調査
する。より具体的には、その用語の適用条件
が他の用語の適用条件とどのように関連す
るのか、また可能な反例を検討し、一部の条
件を追加するのか、あるいは削除するのかを
検討する。 
(2) 経験的方法：民間心理学に属する心的状
態を表す言葉を含む我々の判断が、どのよう
な条件によって変化するのかを、心理学実験
の方法により調査する。特に、それらの判断
の変化が規範的なファクターと相関してい
るかどうかを調査することで、民間心理学が
規範的機能を持つのかどうかを検討する。 
 
４．研究成果 
本研究で検討した民間心理学に属する言葉
は、主に「意図的に行為する」、「知っている」、
「信頼する」である。民間心理学の語彙は非
常に多いため、ある程度限定せざるをえなか
った。以下これら３つの民間心理学の言葉に
ついての研究の成果をまとめる（本研究では
副次的に、言語コミュニケーションにおける
コミュニケーション意図の判断についても
研究を行ったが、割愛する）。 
(1) 意図的に行為する：意図的行為について
の判断は、その行為の結果の良し悪しによっ
て変化するということは、J. Knobe (2003) 

“Intentional Action and Side Effects in Ordinary 

Language”によって発見され、Knobe の名前と
って Knobe 効果と現在呼ばれている。この
Knobe 効果は英語圏以外の国での実験でも再
現されており、非常に強固な心理メカニズム



であるとされている。Knobe 自身はこれをも
って、民間心理学、特に「意図的に行為する」
という言葉の意味に、すでに結果の善し悪し
を示唆する規範的要素が含まれていると考
えている。まず本研究では、「意図的に行為
する」という判断に対する Knobe 効果が、日
本語話者にとっても生じるという実験結果
をえた。この実験結果は数回追従実験を行っ
たがすべて再現されたため、強固なものであ
る。一連の実験では、さらに以下の成果がえ
られた。まず、従来の英語での先行研究で報
告されているのとは異なり、日本語では道徳
的な良し悪しよりも、慣習的規範、共同体規
範を順守する・違反するという意味での良し
悪しの方が「意図的に行為する」という判断
に対する Knobe 効果に大きく影響する。規範
的要素が「意図的に行為する」という言葉の
意味にすでに組み込まれているという点で
Knobe が正しいならば、同様のことは英語だ
けでなく日本語に対して妥当することにな
る。しかし、「意図的」という言葉の意味に
ついては、現在複数の意味があるのではない
かという説など、Knobe の考えに対する非経
験的方法による分析に基づく批判も多いた
め、今後この点を更に検討することが課題と
なる。 
(2) 知っている：「知っている」という判断
に対しても結果の善し悪しに左右される
Knobe 効果が生じるということは、英語圏で
確認されている。しかし、日本で実験を行っ
たところ、道徳的な良し悪しは「知っている」
という判断に対するKnobe効果を引き起こす
が、慣習的規範、共同体規範を順守する・違
反するという意味での良し悪しは引き起こ
さないという結果がえられた。この結果をど
う解釈するかは今後検討されなければなら
ないが、最も単純な仮説は、日本語では、「意
図的に行為する」とは異なり、「知っている」
には、その行為の結果が良いか悪いかという
規範的要素が意味として含まれていないと
いうものである。これは従来の非経験的な
「知っている」の研究と一致した仮説であり、
経験的方法による調査が非経験的な方法で
えられた主張を支持しているとも考えるこ
とができる。 
(3) 信頼する：「信頼する」という判断は、
非経験的、経験的方法の両方を用いつつ、哲
学、心理学、社会学、経済学などの多様な分
野で研究されている。しかも、それらの研究
は相互に独立して行われており、総合を行う
のは困難に思われた。しかし、これらの研究
を詳細に検討した結果、「信頼する」に対し
て提示された適用条件は「自分のためになる
行為を相手がするという予測」、「その行為を
する相手の動機が相手の自己利益からでは
ない」といった共通要素を持っていることが
分かった。また、経済学、ロボット工学など
の分野で信頼を増大するとして研究されて
いるファクターも、この適用条件と合致する
ものだと解釈可能であると考えることがで

きるという結果もえられた。したがって、信
頼についての経験的、非経験的研究を総合す
ることに対して一見の見込みがえられた。今
後はこの考えに基づき心理学実験を行い、さ
らに両者の総合の方向性を実証的に検討す
る予定である。 
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